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日本の人口減少 

 

全国で人口減少や少子高齢化が大きな課題となっています。多くの地域（地方）で生産年齢とい

われる世代の人口が減少しています。人口減少によって、労働力の不足や比較的小さな地方の企業

経営者においての後継者不足、また税収の減少によるさまざまな行政サービスの質の低下や丹波市

内でも起きています空き家の増加など

さまざまな問題が生じます。人口の増減

率を全国で見てみますと右図のように

なります。 

行政区の規模や人口の違いにより、意

外な市町村の順位が高くなっています。 

沖縄県中城村（なかぐすくそん）では、

大学の移転に伴い人口の大幅な増加が

みられています。小さな市町村でも何故

人口が増えたのか、それぞれに理由があ

るようで、詳しく調べれば面白いと思い

ます。  

これを兵庫県で見てみますと次のよ

うになります。10位の加東市以外は、ほぼ阪神間の市区町が並んでいます。この表を見て驚いた

のは、12 位より下の市区町村は、全て増減率がマイナスだということです。丹波市は、35 位で

マイナス 4.57%ということでした。丹波市の市民として人口減は日々実感しています。 

  

今後の見通しとしまして、日本の総人

口は、今後、長期の人口減少過程に入り、

2026 年に人口 1 億 2,000 万人を下回

った後も減少を続け、2048年には 1億

人を割って 9,913万人となり、2060年

には 8,674 万人になると推計されてい

ます。 

同じ 2060 年の丹波市の人口は、

35,245 人（丹波市人口ビジョンより）

という予測もあり実感がわきませんがい

ろいろなところに影響が出てくることが

簡単に考えられます。学校もこれに備え

ていく必要を強く感じました。 

 


